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トランプ大統領の法廷闘争が勢いを失う一方で、バイデン氏が政権移行の動きが見られます。市場の当面の関心は主要閣僚

の人事で、特に新型コロナの感染拡大で重責が想定される財務長官ポストなどに関心が高まっています。報道されている主な

顔ぶれを振り返ります。

バイデン政権となった場合の経済関連ポジション

米国大統領選挙：全50州で当確が出揃い、
関心は徐々に選挙後の体制に

2020年11⽉16⽇
北米

この週末、米大手メディアは残されていたノースカロライ

ナ州、ジョージア州の当確を報道、バイデン氏が獲得する

選挙人数は306人となり、勝利確実と報じています。

トランプ大統領は選挙結果を認めるかについて不規則な

発言を続けていますが、一方でバイデン氏は2020年11月

11日には長年の側近であるロン・クレイン氏を大統領首席

補佐官に内定 (図表1参照)するなど動きはじめています。

想定して女性やマイノリティを中心に候補を(マスコミが)選択し

ている面もあるかもしれません。今後、バックグラウンドチェック

や政治的配慮を踏まえ選定が本格化すると思われます。

その政治的配慮のひとつをウォーレン上院議員を例に見て

ゆきます。同氏はマサチューセッツ州選出の上院議員です。

仮に同氏が財務長官となった場合、上院議員を辞職すること

になり、同州の上院ポストの問題となります。州による違いはあ

りますが、上院議員の辞職では州の知事が後任を指名するこ

とになります。マサチューセッツ州は民主党が基盤の州で上

院、下院共に民主党が独占していますが知事は共和党で民

主党を指名しない可能性があります。バイデン氏は、処遇と議

席数で難しい対応に迫られそうです。なお、市場がウォーレン

上院議員の動向に関心が高いのは同氏の金融規制への厳し

いスタンスが背景の一つです。ただ米証券取引委員会（SEC）

委員長候補の顔ぶれを見ても規制強化の方向が伺えます。

重要ポスト指名の時期について、バイデン氏は来月まで行

わないことを示唆しています。ちなみにオバマ氏はほぼ全ての

閣僚指名は12月にしましたが、金融危機の中、財務長官は

11月24日に指名しました。さあバイデン氏の対応はいかに？

どこに注目すべきか：
政権移行、財務長官、女性、マイノリティ

トランプ大統領の法廷闘争が勢いを失う一方で、バイデン

氏に政権移行の動きが見られます。市場の当面の関心は

主要閣僚の人事で、特に新型コロナの感染拡大で重責が想

定される財務長官ポストなどに関心が高まっています。報道

されている主な顔ぶれを振り返ります。

まず、注目度が高い財務長官には米連邦準備制度理事

会（FRB）のブレイナード理事、イエレン前FRB議長、ウォーレ

ン上院議員に加え、その他にも複数名が候補として報道さ

れています(図表1参照)。次の財務長官には、コロナ対策に

関連して財政政策とその財源である税金、さらに雇用問題

など待った無しの対応が求められます。

財務長官候補として早くから名前が挙がったのがブレイ

ナード氏です。オバマ前政権では財務次官（国際担当）とし

ての実績もあり、当時中国を為替操作国認定に動いたこと

があるなど対中政策では弱腰でない一面も見られますが、

金融政策ではハト派（金融緩和政策を選好)です。

最近浮上してきたのはイエレン前FRB議長です。FRB議

長としての実績に加え、今後の米国の雇用問題解消が求め

られる中イエレン氏の専門性が注目されます。財政政策で

雇用を確保するバイデン政権の方針と波長は合いそうです。

なお、財務長官候補のその他に含めた3人のうち2人はマ

イノリティで、他の1人は女性です。また国防長官にはミシェ

ル氏が候補となるなど、全体に閣僚候補に女性、マイノリ

ティが多い印象です。もっとも、バイデン氏の融和政策から

図表1：バイデン政権の場合に想定される主なポストの候補

出所：ブルームバーグ、各種報道等を参考にピクテ投信投資顧問作成

ポスト 候補 現在または過去の役職/コメント

ラエル・ブレ
イナード

現在FRB理事（政策はハト派、民主党
の政策を支持)、元財務次官

エリザベス・
ウォーレン

上院議員（政策は左派(リベラル派)、
金融規制に積極的)

ジャネット・イ
エレン

前FRB議長（政策はハト派、雇用問題
のエキスパート)

その他

ファーガソン元ＦＲＢ副議長、アトランタ

連銀ボスティック総裁、サラ・ラスキン
(元財務副長官）などが候補

クリス・クー

ン

上院議員（デラウェア州）、上院外交委

員会の有力メンバー
スーザン・ラ

イス

国家安全保障担当の大統領補佐官、

元国連大使、元国務次官補

国防長官
ミシェル・フロ

ノイ

元国防次官（オバマ前政権）、仮に選

出されれば初の女性長官
ゲーリー・ゲ

ンスラー

元商品先物取引委員会（CFTC)委員

長（厳格な規制推進派)
プリート・バラ

ラ

元マンハッタン連邦地検検事正（イン

サイダー取引捜査で活躍）

首席補佐官 ロン・クレイン
元首席補佐官（ゴア元副大統領）、バ
イデン氏の元首席補佐官（09～11年）

財務長官

国務長官

SEC委員長


